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Ａ．研究目的 

 がん臨床の現場で有用性の高い治

療過程、構造情報を充実させた JNCDB

を構築し、既存の臓器別がん登録との

情報共有の技術開発と検証を行う。が

ん診療連携拠点病院における院内が

ん登録整備作業を支援すると同時に

地域がん登録の追跡情報を効率的に

JNCDB に利用できるよう環境整備を

行う。院内情報システムにおける診療

科データベースの整備を行う。 

Ｂ．研究方法 

 放射線治療部門情報システム整

備：JASTRO DB 委員会にて作成中の

ROGADの作成に関してJNCDBで検討し

たデータベース機能、項目について反

映させブラッシュアップを行う。 

（倫理面への配慮）症例データの管理

に関して個人情報と同等の安全性と

守秘性を確保するため、JNCDB 情報保

護規約を制定し、研究班として遵守す

る。データ集積は守秘性確約の上で対

象施設長に依頼し、承諾を得た施設に

対して行う。 

Ｃ．研究成果 

 ROGAD ver4 による入力実験により

妥当性の検討をおこなった。いくつか

の修正点、改良点について意見交換が

行われ実用的なデータベースファイ

ルの修正を行った。これまでの

feasibility study を経ていくつかの

修正点、改良点について議論、修正が

行われた。日本放射線腫瘍学会におい

て放射線腫瘍学データベースの運用

が決定し本研究班においても放射線

治療のデータベースの構築にむけ項

目の策定など具体的な手法中心に検

討を行った。 

Ｄ．考察 

 日本放射線腫瘍学会においてデー

タベースとして利用されるファイル

を用い放射線治療領域のデータベー

スを他の学会で利用する臓器癌登録

や院内がん登録、地域がん登録に共用

性の高いデータベースとして利用活

厚生労働科学研究費補助金（第３次対がん総合戦略 研究事業） 

(総合)研究報告書 

がんの実態把握とがん情報の発信に関する特に重要な研究 
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研究要旨 

本邦におけるがん診療の構造（医療従事者、設備）および診療課程の実態を把握し、適正な診療

体系を構築するためのデータベース作りを行う。特に、臓器別がん登録とモダリティー別のデータ

ベースの有機的連携を図る。 
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用することにより本邦のがん登録の

整備および放射線治療の安全品質管

理において大きく貢献するものと思

われる。 

Ｅ．結論 

 本邦におけるがん診療の構造・課

程・結果を把握するためのデータベー

スを構築する基盤が整備された。放射

線治療に関してのデータベースが構

築されれば、全国レベルでのデータ収

集、分析が容易となり、各部門での情

報系の整備も進展する。 

Ｆ.研究発表 
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al. 4th ASH annual meeting and 

exposition,2012,Atlanta 

21)Clinical evaluation of Helical 

Tomotherapy combined with 

concurrent chemotherapy for 

patients with nasopharyngeal 

carcinoma. Kodaira T, et  al.  

Takahashi Memorial Symposium & 

6th Japan-US Cancer Therapy 

International Joint Symposium, 

2012, Hiroshima 

22) Recursive partitioning for new 

classification of patients with 

esophageal cancer treated by 

chemoradiotherapy Motoo Nomura, 

Takeshi Kodaira, et al. 2012 ASCO 

meeting ,2012,Chicago 

23)NEW QUALITY ASSURANCE METHOD FOR 

ROTATIONAL DELIVERY USING THE 

ROTATIONAL THERAPY PHANTOM with 

ABSID. Shimizu H, Kodaira T et al.  

World Congress on Medical Physics 

and Biomedical Engineering, 2012, 

Beijing 

24)Clinical efficacy of Helical 

TomoTherapy for nasopharyngeal 

cancer treated with definite 

concurrent chemoradiotherapy   

T Kodaira, et al. 55th ASTRO 

Annual meeting 2013（Atlanta） 

25)Evaluation of Urinary Outcomes 

by International Prostate 

Symptom Scores (IPSS) in 

Intensity Modulated Radiation 

Therapy Combined with Androgen 

Deprivation Therapy for Prostate 

Cancer, N. Tomita, T. Kodaira, et 

al. 55th ASTRO Annual meeting 2013

（Atlanta） 

26)Advances in Adaptive 

Radiotherapy and Biologic 

Imaging for Definitive 

Radiotherapy for Head and Neck 

Cancer Patient; Symposium 2 : 

Advances in IGRT and Molecular 

Imaging for Radiation Therapy   

T. Kodaira 3rd.  International 

Conference on Real-time 

Tumor-tracking Radiation Therapy 

with 4D Molecular Imaging 

Technique 2013 (Sapporo) 

27)要望演題 1―高精度治療および短

期照射治療に伴う有害事象 頭頸

部癌 IMRT 症例の唾液腺機能評価の

検討 古平 毅、 他. 第 23 回日本

放射線腫瘍学会 

28)トークセッション 4 臨床試験セ

ミナー~実施に向けてエキスパート

に聞く~0701 の臨床試験の経験か

ら得たもの 古平 毅 第 23 回日

本放射線腫瘍学会 

29)シンポジウム がん治療における

放射線医学の新しい展開 高精度

放射線治療の臨床への浸透 IMRT, 

IGRT を中心に 古平毅、他. 第 48

回癌治療学会(2010/10/28-30 京
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都) 

30) Helical Tomotherapy を用いた上

咽頭癌にたいしての IMRT の臨床経

験 古平 毅、他. 第 34 回日本頭頸

部癌学会(2010/6/9-11 新宿) 

31)食道癌の標的治療容積のＤＶＨ解

析による３次元放射線治療の検証 

－ＩＭＲＴの適応に向けての考案

― 古平毅、他.食道癌放射線治療患

者における DVH 解析からみた放射

線肺炎の予測因子の検討第 64 回日

本食道学会(2010/8/31-9/1 久留

米) 

32)シンポジウム１：「高精度放射線治

療の最新エビデンス」EBM から見た

頭頸部癌 IMRT の現状と展望 古平 

毅、他. 第 22 回日本高精度放射線

外部照射研究会(2010/7/31 滋賀) 

33) 頭頸部癌IMRT症例の唾液腺機能

評価の検討 古平 毅、他.日本医学

放射線学会第148回中部地方会 

(2011/2/26-27 津) 

34)頭頸部癌. Best of ASTRO 2011,  

古平毅 第 25 回ミッドウインター

セミナー,2012,福岡 

35)シンポジウム 高精度放射線治療

の今後の課題 頭頸部癌 IMRT に関

しての現状 古平毅 日本放射線腫

瘍学会第 24 回学術大会,2011,神戸 

36)シンポジウム 5 放射線治療 そ

の治療成績と課題 古平毅 頭頸部

癌. 第 49 回癌治療学会,2011,名古

屋 

37)子宮頸癌治療ガイドライン解説 

照射野外および未照射の骨盤外再

発に対しての治療. 古平毅 第 50

回日本婦人科腫瘍学会,2011, 札幌 

38)上咽頭癌の放射線治療成績の検討 

-3 次元治療と IMRT の対比-.古平 

毅, 他.日本医学放射線学会第 148

回中部地方会,2011,富山 

39)上咽頭癌の放射線治療成績の検討 

-3 次元治療と IMRT の対比-.古平 

毅、他.第 35 回日本頭頸部腫瘍学

会,2011,名古屋 

40) 頭頸部癌化学放射線療法の位置

づけと今後. 古平 毅, 他.座長 

シンポジウム2 第35回日本頭頸部

腫瘍学会,2011,名古屋 

41）上咽頭癌に対するIMRTを用いた化

学放射線療法の臨床的検討.古平 

毅、他.日本放射線腫瘍学会第25回

学術大会,2012,東京 

42)教育講演 教育講演アドバンスコ

ース 先端治療機器3 Tomotherapy.  

古平毅, 日本放射線腫瘍学会第25

回学術大会,2012,東京  

43)シンポジウム1 IMRTのピットフ

ォール. 古平毅, 第25回日本高精

度放射線外部照射研究会,2012,広

島 

44)古平 毅、他.上咽頭癌に対する

IMRTを用いた化学放射線療法の臨

床的検討.日本医学放射線学会第

150回中部地方会,2012,岐阜  

45) シンポジウム5 進化した分子標

的治療と放射線治療への寄与 セツ

キシマブ併用放射線治療の現状と

課題 古平 毅 第72回日本医学放

射線学会総会2013, 横浜 

46)シンポジウム 7 放射線治療高精

度化に伴う有害事象の再評価 エ
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ビデンスからみた頭頸部癌の IMRT

の有用性 古平毅 第 26 回日本放

射線腫瘍学会,2013 青森 

47)古平毅 シンポジウム 頭頸部が

んの分子標的治療 日本人における

cetuximab 併用放射線療法 第 11

回日本臨床腫瘍学会 2013 仙台 

48)古平毅 シンポジウム 化学療法

の現状と役割 化学放射線療法にお

ける放射線療法 第 37 回日本頭頸

部癌学会 2013 東京 

49) 教育講演：高精度放射線治療の標

準化と個別化１：頭頸部癌 古平 

毅 第26回日本高精度放射線外部

照射研究会 2013 京都 
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